
資料１

№ 該当箇所 旧 新

1
P.23
基本構想
施策の体系図

１　地域コミュニティ活動・市民協働
２　男女共同参画
３　多文化共生
４　公共施設の適正な管理
５　行財政運営
６　開かれた市政
７　行政のデジタル化

１　地域コミュニティ活動
２　市民協働
３　男女共同参画
４　多文化共生
５　公共施設の適正な管理
６　行財政運営
７　開かれた市政
８　行政のデジタル化

2
P.27
まちづくり戦略

基本計画（分野別計画）に示している施策をそれぞれ進めるだ
けではなく横断的に相互連携することにより戦略的に進めていく
ことが重要です。また、SDGsの取組を進めるにも施策を有機的
に連携させることが重要であり、中長期的展望で分野横断的な
施策について行政分野間で相互の連携を図るとともに、行政及
び市民や関係機関等が互いに協働しながら将来を見据えた魅
力あるまちづくりを推進します。

基本計画（分野別計画）に示している施策をそれぞれ進めるだけではなく横断的に
相互連携することにより戦略的に進めていくことが重要です。また、SDGsの取組を
進めるにも施策を有機的に連携させることが重要であり、中長期的展望で分野横
断的な施策について行政分野間で相互の連携を図るとともに、市民や市民活動団
体、事業者、行政などの関係機関等がそれぞれ役割を認識し、互いに協働しなが
ら将来を見据えた魅力あるまちづくりを推進します。

3
P.28
まちづくり戦略
1(3)

（３）危機管理体制の充実
●市民の生命・身体・財産に被害を及ぼす、地震や風水害など
の自然災害をはじめ、武力攻撃、感染症、その他重大な事件や
事故など様々な危機に対応するための体制を整えます。
●円滑・迅速に適切な対応がとれるよう、関係機関と相互に連
携・協力し、多様化する危機の発生を防ぎ、発生した場合は被
害者の影響を最小限に抑えるよう危機管理対策を推進します。
●危機管理事象に備えた対策を推進するため、危機を想定した
訓練や研修等を行い、危機管理意識の向上を図ります。

（３）危機管理体制の充実
●市民の生命・身体・財産に被害を及ぼす、地震や風水害などの自然災害をはじ
め、武力攻撃、感染症、その他重大な事件や事故など様々な危機に対応するため
の体制を整えます。
●円滑・迅速に適切な対応がとれるよう、関係機関と相互に連携・協力し、多様化
する危機の発生を防ぎ、発生した場合は被害者の影響を最小限に抑えるよう危機
管理対策を推進します。
●危機管理事象に備えた対策を推進するため、危機を想定した訓練や研修等を行
い、危機管理意識の向上を図ります。
●危機管理事象発生時に備え、危機の段階に応じて、継続または強化する業務を
明確化し、市民の生命、生活及び財産の保護、市機能の維持・早期回復を図りま
す。

前回からの変更事項
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4
P.29
まちづくり戦略
2(1)

（１）Society5.0に向けた生活環境・生活基盤の整備
●ICT（情報通信技術）などを活用し、個々の能力を発揮し、生
産性の向上など効率的な働き方を促進するため、テレワークの
普及・導入促進、ロボット等を活用した職場の省力化や無人化
の促進、行政手続等のオンライン化などを促進していきます。
●移動時間の最適化や豊かな時間を創出し、生活の利便性の
向上や物流、災害時も想定したMaaS※2やCASE※3などの先
進のモビリティサービスの導入などにより、持続可能で利便性
の高いスマートな地域づくりを推進していきます。
●再生医療等の先端医療分野や先進的な健康・予防分野等の
ヘルスケア産業の一層の集積を図るとともに、市民の参画を得
ながら、産業振興と疾病予防や健康づくりが融合するまちづくり
を進めます。

（１）Society5.0に向けた生活環境・生活基盤の整備
●ICT（情報通信技術）などを活用し、個々の能力を発揮し、生産性の向上など効
率的な働き方を促進するため、テレワークの普及・導入促進、ロボット等を活用した
職場の省力化や無人化の促進、行政手続等のオンライン化などを促進していきま
す。
●デジタルトランスフォーメーションに対応したイノベーション※2の創出や創業を促
進するために、産業分野を超えた新たな企業間のつながりや人材の確保・育成の
支援など新たな時代のニーズに合わせた支援を図ります。
●移動時間の最適化や豊かな時間を創出し、生活の利便性の向上や物流、災害
時も想定したMaaS※3やCASE※4などの先進のモビリティサービスの導入などによ
り、持続可能で利便性の高いスマートな地域づくりを推進していきます。
●再生医療等の先端医療分野や先進的な健康・予防分野等のヘルスケア産業の
一層の集積を図るとともに、市民の参画を得ながら、産業振興と疾病予防や健康
づくりが融合するまちづくりを進めます。

5
P.29
まちづくり戦略
2(2)

（２）子どもから高齢者までが生きがいを持って暮らせる支援の
充実
●子どもの生きる力を育み、個性を伸ばすとともに、子ども達が
明るく学び、遊ぶことができる環境づくりを進めます。
●誰もがいつまでも住み慣れた地域社会で、必要な医療や介
護サービス等を利用しつつ、家族や地域の人々との絆のもとで
お互いに支え、助け合いながら、安心して暮らし続けられる「地
域共生社会」の形成を図ります。

（２）子どもから高齢者までが生きがいを持って暮らせる支援の充実
●子どもの生きる力を育み、個性を伸ばすとともに、子ども達が明るく学び、遊ぶこ
とができる環境づくりを進めます。
●社会的な孤立・孤独をはじめとした複雑化・複合化した課題に対する支援ニーズ
に対応し、人と人とがつながりを守る活動を推進することで、誰もがいつまでも住み
慣れた地域社会で、必要な医療や介護サービス等を利用しつつ、家族や地域の
人々との絆のもとでお互いに支え、助け合いながら、安心して暮らし続けられる「地
域共生社会」の形成を図ります。
●定住人口のみならず観光客をはじめとした来訪者も本市で過ごす「一日生活者」
として広く市民として捉える必要があります。市民も来訪者も本市の魅力に触れ、
心の癒しを感じることで生活の豊かさを実感し、幸せを見出す機会を得ることがで
きるようなまちの形成を図ります。
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6
P.30
まちづくり戦略
2(3)

（３）多様な地域の担い手の参画促進
●市民の価値観が多様化し、様々なボランティア活動や地域活
動等を通して市民がまちづくりに参加する機会を広げていくた
め、情報提供及び共有の場をつくり、市民活動・市民協働参画
への意識を更に高め、市民一人ひとりがまちづくりの主役として
の自覚を持てるような取組を進めます。また、市民や企業、行政
などが様々な形のパートナーシップを築きながら、市民参画・協
働による自立したまちづくりを進めていきます。
●行政サービスの持続性を高め、多様化する行政課題に対処
するために、公民連携の推進を図ります。このため、民間が行
政サービス参加する機会を創出し、産業の活力を高めるととも
に、民間の発想や多彩なノウハウを生かして、まちの賑わい創
出や市民や来訪者が過ごしたくなるようなまちづくりを促進しま
す。

（３）多様な地域の担い手の参画促進
●市民の価値観が多様化し、様々なボランティア活動や地域活動等を通して、市
民一人ひとりがまちづくりの主役としての自覚を持てるような取組を進めます。市民
がまちづくりに参加する機会を広げるとともに、地域コミュニティや市民活動団体な
どの担い手・育成を進めるために、外国人市民、障がい者など多様な人々が活躍
する社会をめざします。
●市民や事業者、行政等の情報提供及び共有の場をつくり、市民活動・市民協働
参画への意識を更に高め、また、市民や企業、行政などが様々な形のパートナー
シップを築きながら、市民参画・協働による自立したまちづくりを進めていきます。
●行政サービスの持続性を高め、多様化する行政課題に対処するために、公民連
携の推進を図ります。このため、民間が行政サービス参加する機会を創出し、産業
の活力を高めるとともに、民間の発想や多彩なノウハウを生かして、まちの賑わい
創出や市民や来訪者が過ごしたくなるようなまちづくりを促進します。

7
P.31
まちづくり戦略
3(2)

蒲郡市の魅力をブランドとして確立するために、ここにしかない
魅力「がまごおりじなる」をみんなで掘り起し、確立し、地域内外
に戦略的かつ継続的にアピールする取り組みを官民が連携し
てシティセールスを推進します。観光都市としての実績を生かし
ながら、蒲郡市に誇りと愛着を持った定住人口、多様な関係人
口の増加をめざします。

蒲郡市の魅力をブランドとして確立するために、「蒲郡市シティセールス基本方針」
に基づき、ここにしかない魅力「がまごおりじなる」をみんなで掘り起し、確立し、地
域内外に戦略的かつ継続的にアピールする取り組みを官民が連携してシティセー
ルスを推進します。観光都市としての実績を生かしながら、蒲郡市に誇りと愛着を
持った定住人口、多様な関係人口の増加をめざします。

8
P.38
分野別計画
1-4健康づくり

目標数値 数値目標の現状値を最新値に修正

9
分野別計画
2-2スポーツ

施策2　競技スポーツの推進
運動をする機会が減少している子どもたちに対し、体力づくりや
仲間づくりに効果が期待できる競技スポーツへの参画を促進す
るため、スポーツ少年団活動の普及・啓発・加入促進に努めま
す。

施策2　競技スポーツの推進
スポーツ少年団活動をはじめとした子どもを取り巻くスポーツ環境の充実を図り、
運動をする機会が減少している子どもたちの体力づくりや仲間づくりに効果が期待
できる競技スポーツへの参画を促進します。

10
分野別計画
3-5循環型社会形
成

現状と課題 ゼロカーボンシティ宣言、国の動きを追記

11

P.64、P.66
分野別計画
4-1観光
4-2商業・サービ
ス業

4-1観光
4-2商業・サービス業

現状と課題、施策の内容に新型コロナウイルスによる影響について記載
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12
P.90～P.94
分野別計画

6-1地域コミュニティ・市民協働
6-1　地域コミュニティ
6-2　市民協働

13
P.106～
4編

第４編　基本施策とSDGsの関連

第４編　計画の実現に向けて
（１）計画の推進
●将来都市像を実現するためには、策定した計画について進行管理を行い、効率
的かつ効果的に推進していくことが重要です。
●計画の推進に際しては、市民や地域コミュニティ、市民活動団体、事業者、行政
などあらゆる関係者が様々な価値・可能性をつくりだし、「一人ひとりが主役」となっ
て行動することで取組を推進していきます。

（２）計画の進行管理
●分野別計画においては施策の進捗管理を行うための指標と施策に関連するＳＤ
Ｇｓの目標を基本施策ごとに示しています。
●これらの指標について毎年、状況を把握して、基本施策の進捗管理を行うことを
通じて、まちづくり戦略やＳＤＧｓの推進状況について確認します。進行管理につい
て市民の実感などを踏まえて、内部・外部の視点により検証しながら実施していき
ます。
●評価に基づいて、次年度における取組みを改善するというＰＤＣＡ（計画→実行
→評価→改善）サイクルに基づく進捗管理を行い、施策の継続的な見直し・改善に
よる柔軟な運用を図り、社会経済情勢や市民ニーズの変化に的確に対応するとと
もに実効性を確保していきます。

２　基本施策とSDGsの関連
一覧表の修正
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